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学生によるOHPプレゼンテーションを取り入れた

大学授業の改善

須曽野仁志■･下村 勉*･織田 揮準**

大学授業において､学生によるプレゼンテーション活動を取り入れ､授業の改善を試み

た｡本研究では､須曽野が担当する3つの授業において､学生が｢未来の教室2020プロ

ジェクト｣に関わり､約20年後にどのような学習環境や学習機器が実現されているか考

え､OHPを用いてプレゼンテーションした｡この協同での学習活動を実践した結果､学

生が図や絵などを用いてわかりやすい情報表現に努めたり､授業内容と関わった知識や学

習意欲を向上させたことが明らかになった｡

キーワード:OHP､プレゼンテーション､授業改善､大学授業､協同学習

1.はじめに

大学の授業について､問題点として指摘され

ることに､学生の学力･学習意欲の低下､授業

中の私語･睡眠､授業中での携帯メールのやり

とり等が挙げられる｡学生が受け身的になりが

ちな大学の授業を改善するにはどうしたらよい

であろうか｡

我が国では､1991年に大学審議会の答申が

出され､大学設置基準が改訂されてから､全国

の大学において､教育･研究に関する自己点検

や自己評価が行われ､制度や組織面の改革が進

められてきた｡また､近年､学生による授業評

価を導入･実施する大学も増えてきた｡しかし､

それらの実施結果や得られた成果が大学教育に

おいて十分活かされているとは言い難い｡また､

大学教育の日々の営みである授業については､

体系的な研究や組織的な研修活動は十分行われ

ていないのが現状である｡特に､授業における

教授学習過程に関わった実践研究は数少なく､

高等教育ではこれからの課題である1)｡

｢良い授業とは教師と学生が協同で創りあげ

ていくもの｣であり､授業担当者(教師)は学

生が積極的に授業に参加できるような授業の工
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夫をすることが重要である｡そして､学生自身

が自分の学びの過程や学ぶことの意味などを自

主的にとらえ､学んだ成果を自己評価したり､

学生相互に適切に評価することが大切である｡

このようなボトムアップ的なアプローチが大学

授業の改善において必要である｡

本研究では､大学の授業において､学生によ

るプレゼンテーション活動を取り入れ､授業の

改善を試みた｡これまで､授業担当者が一斉指

導型の授業でプレゼンテーションを工夫した授

業実践の報告はいくつかあるが2)3)､学生自身

にプレゼンテーションにとり組ませて授業を改

善した例ははとんどない｡

この数年､｢パワーポイント｣(プレゼンテー

ションソフト)を用いて､教員が授業の中で情

報提示をしたり､学生がゼミや卒論発表会等で

プレゼンテーションする機会が増えているが､

本研究では､少人数の教室においても､100人

を超す大教室においても､手軽に情報提示が可

能なOHP(オーバーヘッドプロジュクタ)を

利用し､プレゼンテーションをさせるため､授

業時間内に､グループでのディスカッションを

取り入れたり､学生に手書きのOHPシート

(TPシート)を作成させた｡そのような準備

を進めてから､プレゼンテーション大会を開き､

学生同士の交流･評価活動を行った｡

本研究では､学生がこのような活動をとり組
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む中で､

･プレゼンテーションにとり組むことで､学生

が学べることば何か｡授業の内容に関わった

知識･技能を習得したり､関心･意欲･態度

が向上するようになるか

･学生によるOHPプレゼンテーションに取り

入れることで授業がどのように改善されるか､

また､その中で､授業担当者がどのような支

援をする必要があるか

を明らかにすることが研究の目的である｡

2.大学における捜業改善

｢大学の授業では学生が発表する機会は少な

く､ほとんどは教官の方々が話されているのを

一方的に聴く形式です｡｣(三重大学人文学部学

生HY)

これは､須曽野が担当する授業で､学生が大

学授業について書いたコメントである｡この学

生が指摘するように､我が国で大学教育を受け

た人の多くは､｢授業担当者から学生へ知識を

授ける一方通行の大学授業｣をイメージするの

ではないだろうか｡また､｢授業内容が理解で

きないのは学生の努力が足りないから｣｢大学

の授業についていけないのは学生の学力低下が

問題｣と考えられ､授業内容･方法が評価され

ることば少なく､我が国の大学の授業は､長い

間｢聖域｣とも考えられてきた｡

しかしながら､我が国の大学においても､学

生による授業評価が導入されたり､授業担当者

自身の｢自分の授業をよりよくしたい｣という

思いから､近年､授業担当者が大学授業の改善

を進めたり､組織的にファカルティデベロップ

メント(FD)にとり組む大学も増えてきてい

る｡

筆者らは､三重大学教育学部の授業において､

学生側から授業内容に関する意見･質問･要望

などを求めたり､学生とのコミュニケーション

をはかるために｢大福帳｣を取り入れ､授業改

善にとり組んできた4)5)｡｢大福帳｣は､織田が

考案したA4サイズの厚紙のカードで､授業の

感想･提案欄と授業担当者の記入欄が印刷され
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ている｡このカードを用いて､学生側からの授

業改善に関する情報や学生の提案が次回の授業

に活かされることを学生が実感すれば､授業へ

の関心はより高まっていく｡授業評価の調査か

ら､織田や須曽野が担当した授業において､

｢大福帳｣の導入は学生側から好意的に評価さ

れた｡

筆者らが｢大福帳｣を用いた授業改善に長年

努めた結果､学生参加型の授業をさらに実践す

るには､次のような点に留意し､授業展開を考

えていくことが重要となった｡

･授業担当者が｢教授する｣という考え方で授

業を展開するだけでなく､｢学習支援する｣

という発想を重視し､学生が授業に参加でき

る時間を増やす｡

･授業の中で､学生相互のコミュニケーション･

評価活動を取り入れる｡

･授業の中で､学生が発表したり､議論する場

面を増やす｡

･学生が数人のグループに分かれて､その中で

協同での学習を進める｡

現在､我が国の大学で行われている授業改善

は､多様なメディアを用いたり､授業評価を活

かしたりするもので､一斉指導型授業の中で授

業担当者のスキルを向上させることをねらいと

したものがはとんどである｡

本研究では､授業担当者のスキルではなく､

学生の学び方のスキルを育成することに重点を

置いた｡その中でも､特に､授業の中でのプレ

ゼンテーションに注目し､学生自らがOHPを

用いたプレゼンテーション活動を授業の中で取

り入れ､授業改善に努めた｡

3.学生によるプレゼンテーション

3.1.学校教育におけるプレゼンテーションの

現状

これまでの学校教育の中で､OHPがどれだ

け利用されているかについて､4章以降で述べ

る授業実践を行った際､受講学生に調査した｡

その結果が図1である｡｢これまで小学校から
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高等学校の授業の中で担当教師はよくOHPを

使ってくれたか｣という質問に対して､肯定的

に(｢はい｣｢ややはい｣)返答したのは14.7%

であり､61.2%が否定的に(｢いいえ｣｢ややい

いえ｣)答えている｡須曽野ほ公立中学校での

教職経験があるが､その経験からも､小･中･

高校の授業では､一部の視聴覚教育に熱心な教

員がOHPを使っているだけで､OHPが填を

被って放置されているのが現状である｡また､

調査で｢これまで小学校から高等学校の時代に

自分白身がOHPを用いて発表したことがある

か｣という質問にも｢ない｣｢はとんどない｣

と否定的に返答した学生が72.1%となった｡

大学においても､OHPやビデオプロジェク

タなどの情報提示機器を用いて授業を展開する

教員は限られている｡一斉指導型の多人数の授

業では､学年が質問をしたり､発表を取り入れ

ることは難しい｡少数の学生で構成されるセミ

ナーや演習などの授業やゼミなどでは､学生が

輪番等で発表する機会が設けられることがある

が､その際､発表するレポート資料(レジメ)

を作成･配布し､それを読んでいく形式が多い｡

最近では､プレゼンテーションソフト｢~パワー

ポイント｣を利用し､学生がゼミや卒業研究の

発表会等でプレゼンテーションを行うところが

増えてはきているが､理Ⅰ二系の学生などまだ一

部の学生に限られている｡

これまで小学校から高等学

校の時代に､自分自身が

0Ⅰ-IPを用いて発表したこと

があるか

これまで小学校から高等学校

の授業の中で､担当教師はよ

くOHPを使ってくれたか

3.2.OHPを用いた学習者によるプレゼンテー

ソヨン

須曽野は､公立中学校在職時に､教科の授業

や文化祭でのクラス発表の際､生徒にOHPを

利用して発表させた実践を重ねてきた｡教科の

授業では､例えば､数学の方程式の解き方で答

え合わせをする際､生徒が解答だけでなく､途

中の式の変形をシートに苦いたり､別の解き方

を提示することができた｡また､数学の応用問

題(文章問題)をどのように考えたか発表する

のに､OHPが役立った｡文化祭でのクラス発

表では､従来､BOサイズの模造紙が用いられ

ていたが､広い体育館でプレゼンテーションす

るには､模造紙の文字や図が小さく､遠くから

見にくいので､須曽野は生徒にOHPを利用さ

せることにした｡OHPを用いたクラス発表に

とり組ませたところ､生徒は次に示す点でOHP

のメリットを感じたようである｡

･発表に必要な情報を大きく提示できる

･OHPシートに絵や図を多用して､聴衆を引

きっけられる

･OHPシートの作成を､グループの中で分担

して取り組める

･作成したOHPシートを保存しやすい

他に､中学校において､生徒にプレゼンテー

ションを取り入れた実践に､木谷･下村による

実践研究があるb)｡その中学校技術科における

調査対象 後述する3授業参加の学生183名
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実践では､技術科で学ぶ内容と関わったテーマ

が設定され､生徒がテーマに沿ったアイデアを

創造し､プレゼンテーションする活動が行われ

た｡OHPを用いてプレゼンテーションし､学

習者集団からフィードバックを受けることによ

り､アイデアの質を向上させ､かっ学習者集団

が学習成果を共有していく授業にとり組んだ｡

3.3.大学授業のおけるOHPを用いたプレゼ

ンテーションで期待される効果

大学授業のおいて､須曽野は中学校での実践

と同様に､OHPシートにその場で手書きさせ､

発表資料を準備させたり､OHPで自分の考え

を説明させるとり組みを進めてきた｡ただし､

自分の考えを紹介させるのは､自発的意志を示

した者やくじ引きで当てられた一部の学生に限

られた｡

大学の授業を改善していくには､木谷らが実

践してきたように､授業に参加する全学生に

OHPシートを作成させ､プレゼンテーション

にとり組ませ､参加者集団からフィードバック

を受け､さらに学習内容に対して考えたり深め

る活動が重要であると考えた｡

｢パワーポイント｣ではなく､OHPにこだ

わったのは､現段階では､大人数での授業では

1人1台のパソコンを準備することが難しいが､

OHPによるプレゼンテーションは､小クラス

から大人数での教室でも､OHPが教室に1台

あれば学生にプレゼンテーションを体験させら

れるからである｡また､将来､学生が｢パワー

ポイント｣が使えるようになっても､OHPシー

トの作成が作成することが｢パワーポイント｣

のスライドを制作する上でも基礎となるだろう｡

学生によるOHPプレゼンテーションを取り

入れることで､学生側に期待される効果は次の

ような点が予想される｡

･学生が与えられたテーマに対して､自分で詳

しく調べ､考えていることをまとめる｡

･学生が手書きでOHPシートの上に､文字や

図･絵をいかにレイアウトするか｡いかにわ

かりやすくシートを作成するか

･わかりやすく発表するために､OHPシート
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を作成したり､口頭発表の原稿を準備する｡

･とり組んでいる内容について､知識が身に付

いたり､深まったりする｡

･OHPシートを用いて､プレゼンテーション

することで発表が行いやすくなる｡

･自分一人で調べたり考えてもわかりにくい場

合は､授業参加の学生同士で尋ねたり､議論

し､グループでの学習が進む｡

･OHPシートを用いた発表は､大学卒業後､

仕事に就いたときにプレゼンテーションの仕

方として活かせる｡

そして､授業担当者がこの学習を展開する上

で､考慮すべき点は次のとおりである｡

･授業に参加する人数からどのように授業展開

するか｡

･発表時間や発表準備のための時間をどのよう

に設定するか｡

･学生に個人でプレゼンテーションにとり組む

か､それともグループでとり組ませるか｡

4.｢未来の教室2020プロジェクト｣での

学生によるOHPプレゼンテーションの

授業

須曽野が担当する大学授業において､学生が

OHPを用いたプレゼンテーションする活動を

次のとおり実践した｡

･プレゼンテーションにとり組むテーマ

｢未来の教室2020｣

西暦2020年になったら､どのような教育

(学習)機器が使われたり､どのような教室環

境が実現されているか考えを考え､その時代に

実現される学習についてプレゼンテーションす

る｡授業に参加する学生のはとんどは20歳前

後の年齢であり､自分が年齢の倍生きた年代に､

あるいは､自分の子どもが小中学校に通ってい

る時代となるので､自分の子どもにどんな学習

環境を実現させたいかを考えさせた｡｢未来の

教室2020プロジェクト｣と名付けた｡

･対象捜業

対象とした授業は次の3クラスである｡

ア.｢教育情報科学Ⅱ｣
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三重大学教育学部情報数育課程学生対象

受講生12名

イ.｢視聴覚教育｣

三重大学人文学部学芸員資格を取得したい学

生対象

受講生34名

り.｢教育の方法･技術｣

皇学館大学文学部教育学科学生対象

受講生140名

3つの授業とも､教育･情報機器いかに教育･

学習利用するかという点を学ぶ､ということを

取り上げている｡

･とり組む方法･時間

｢教育情報科学Ⅱ｣では､学生1人にプレゼ

ンテーションにとり組ませたが､｢視聴覚教育｣

では学生2～3人で､｢教育の方法･技術｣では

学生4～6人のグループでとり組ませた｡

プレゼンテーションを準備するのに､1コマ

(90分)の時間を確保し､個人やグループがプ

レゼンテーションするのに､1～2コマ分の時

間を使った(授業によって異なる)｡また､そ

れぞれの発表グループに与えられた時間は､2

～3分程度とした｡

･OHPシートの作成､プレゼンテーションの

準備

それぞれの授業で､OHPシート作成をする

ために､学生に用意させたのは､油性のサイン

ペンと透明なOHP用シートである｡0王子P手

書き用として市販されている透明シートは1枚

20円程度で人手できるが､学生にはそれをで

きるだけ使わせずに､生活の中でOHPシート

として活用できるものをなどを探すように指示

した｡その結果､学生はパンフレットを入れる

袋､家庭用のゴミ袋､クリアファイルの透明の

袋などをA4サイズに切って､有効に利用した｡

プレゼンテーションを準備する1コマ(90

分)の時間では､学生は､まず初めに､2020

年にどんな教室が実現されたり､どんな学習が

できるようになっているか考える必要があった｡

グループでとり組んだイとりの授業では､グルー

プ内で個人が考えたことを交流し､グループの

アイデアとして､どのようなことを取り上げる
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写真1プレゼンテーション準備の様子

写葵2 グループによるプレゼンテーション

写真3 大教室でのプレゼンテーション大会の様子

かディスカッションし､発表内容やOHPシー

トを協同で作成しなければならなかった｡写真

1は､授業中､プレゼンテーションの発表準備

をしている様子である｡

･授業でのプレゼンテーション大会

授業で､発表帽を決め､OHPを用いたプレ
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図2 学生か作成したOHPシート例

ゼンテーション大会を実施した(写真2､3)｡

学生が取り上げた内容としては､｢バーチャル

体験のできる教室｣｢2020年 ドラえもんが僕

らの教室にやってくる!!｣｢プチ未来のイスと

机｣｢見て触って動かして……､実体験できる

映像｣｢空飛ぶ教室｣｢Communication円形授

業｣といったものがあった｡実際の授業で､学

生がプレゼンテーション用に作成したOHPシー

トの例を図2に示す｡

プレゼンテーション大会では､各個人または

グループで､図3に示す｢ありがとうカード｣

を使って､アイデア､内容､発表の仕方などに

ついて評価した｡評価の欄には､｢◎とてもよ

い､○よい､△改善が必要｣を記入させた｡ま

た､コメント欄には､｢ありがとうカード｣の

名にふさわしいように､発表者に対し､お礼の

気持ちをこめて感想や改善点などを書かせた｡

OHPシートの作成から､授業でのプレゼン

テーションにとり組んだ学生の授業感想を表1

に示す｡

図3 ｢ありがとうカード｣

-6-
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園4 0HPシートと説明を入れたWebぺ-ジ例

表10HPを用いたプレゼンテーション授業にとり組んだ学生の感想

･大学の講義はほとんど黒板を写したり､先生がおっしゃったことをノートにとっているといっ

た感じで､自分たちで何かを考えて発表するという機会があまりないように思います｡それに対

して､プレゼンテーションを取り入れた授業は､人まかせではなく､自分の意見を出し､友達と

意見交換をして1つのものを作り､発表して他の人に伝えることができるので､その過程の中で

ディスカッションやコミュニケーションがきちんととれるので､とても意味のあることだと思い

ます｡また､発表は聞き手の反応を見ながら進めていくので､その過程でもコミュニケーション

がとれるものだと思いました｡(KY)

プレゼンテーションの授業は､大学生にとっては､人前に出て話したりする時間が少ない分良

いことだと思うし､良い経験だと思う｡

小学校→中学校→高校と年齢が大きくなるにつれて､自ら発表しようという人(授業中に手を

挙げて発表する人)は少なくなっていくと思う｡だから､学習するに当たって､どんな年代にお

いても､プレゼンテーションを導入した授業はやっばり必要だと思いました｡

自分たちの意見をまとめたり他の人がその意見を聞いているか言葉で言うだけじゃ物足りない

部分は､OHPとかを使用して絵を描いたりすることによって､より伝わりやすくなると思う｡

機器を使ったりするのも良い経験だと思う｡(TR)

プレゼンテーションをすることにより､より一層授業の内容が濃くなり､ふつうの授業なら先

生対生徒という固まった形だけの授業だからやはり生徒的には先生の話を聞くと言った授業姿勢

になり､退屈さを感じたりします｡プレゼンテーションがあると自分の考えを他の人に聞いても

らえることもできるし､逆に他の人の意見を聞いて学ぶこともでき､その人その人の個性が出た

りするので面白い場面もあって､より充実感がもてる授業になると思うので､取り入れていく方

が生徒のやる気を引き出せることにつながりとてもいいと思います｡生徒の中には自分の意見を

発表できない子もいるから他の人とのコミュニケーションの中で､ふとみんなと混ざって出した

りして､たとえ目立たなくても自分の意見が少しでも取り入れられることによって自信や進歩に

っながることがあると思うので､クラスみんなの意見が聞きたいときとかにプレゼンテーション

を取り入れるとみんなが平等の形として出てこれると思うからどんどん取り入れていく方が良い

と思います｡(IE)

一7-
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･学習成果の発信･公開

学生が授業でプレゼンテーション

用に作成したOHPシートは､イメー

ジスキャナで画像として取り込み､

Webページ化した｡そのシートの

画像だけでは不十分であるので､授

業アでは説明をWebページとして

作らせたり､イとりの授業では､自

宅などからWebデータベースにア

クセスして説明が登録できるように

した(図4)｡

5.本実践に対する考察

5.1.プレゼンテーション活動にと

り組んだ学生の学習成果

参加学生の授業感想から､学生が

プレゼンテーションにとり組む上で､

発よの準備段階や発表を体験した時

ノ点での学習活動の利点として挙げら
れたことをまとめると次のようにな

る｡

授業でプレゼンテーションの準備を

したり､発表を体験する上での利点

･自分の言いたいことを他の人に聞

いてもらうにはどうしたらよいか

考える｡

･グループ内や隣の人と話し合い､

発表内容やOHPシートの作成に

ついて考えることができる｡

･自分の考えを頗でまとめ､相手に

より分かりやすく伝えようとする

力を養える｡

･発表の住んがわかる

｢分かりやすく伝えようとする力｣

と関わり､授業捏当者が特に留意し

たのは､発表をする際､学生に適切

なOHPシートを作成させることで

あった｡それについて調査したとこ

ろ､他の人(たち)が作成したOHP

シートが｢見やすいものであったか｣

｢文字の大きさや使用数は適切なも

他のノ､(たち)が作成したOH

Pシーーl､山内容は.発表で使う

工で､適切なものであ∵た

他クノノ､(たち)が作成したし〕r-1

Pシーートの絵や図は適切なも出

てあ㌧た

他JJ人 ぐたち)が作成した∩

IIPシr一卜山又∵山犬きさや

圧司数は適切なものであった

他力人(王1)が作成した0

‖Pシーートは見やすいもので

あ∵た

はしj

ア～り こi授業 計 ′草生】8二∃名 詞管絃果

∴こ ~こ

0㌔ 209ら 409ら 60% 80% 100%

注) し いえ と返答したのはどの項巨葦)0

はい ややはい ふつう や烏し｡いえ いいえ

■ E:ヨ [コ 匡ヨ 零爵

図5 学生か作成したOHPシートに対する評価

｢プレゼンテーションに､個人(1人)よリグループ

(2～3人)でとり組んだ方がよいか｣

ア)教育学部

｢教育情報科学｣

乍′主12字

イ〕人文学部

｢視聴覚教育｣

学生こil名

り)皇学館

｢教育の方法･技術｣

学牛1-1(1名

はい ややはぃ ふソう 辛やいし一え い∴え

■ EⅢ [コ 巨∃ 埠

図6 プレゼンテーションのとり組み方

ア～ウ 3預嘗≧ 言十 ′学生18二j名 詞奪権果

発表にとり組むことで､

掩菜の内容に関わった知

識･技能が身につくよう

に思う

発表にとり組むことで､

授業の内容に関わり､関

心■意欲･態度が向上す

るように思う
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図7 発表にとり組んだ結果
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のであったか｣｢絵や図は適切なものであった

か｣｢シートの内容は､発表で使う上で､適切

なものであったか｣と質問に対して､図5に示

す結果となった｡どの質問に対しても､4分の

3以上の学生がシートが適切なものであったと

回答した｡学生が発表活動に実際にとり組んで

の満足度についても､｢自分(たち)の口頭で

の発表はうまくできたか｣という調査に対し､

51.4%が肯定的に返答し､15.8%が否定的であっ

た｡｢他の人(たち)の口頭での発表はうまく

できたか｣については､81.4%が肯定的に返答

し､否定的な返答ははとんどなかった｡授業担

当者からみても､OHPシートに聴衆を引きつ

ける図や絵を多用したり､OHPシートも重ね

合わせやマスキング法を効果的に使った発表が

多く､プレゼンテーションの内容及び方法とも､

合格点以上を獲得する個人またはグループがほ

とんどであった｡

｢プレゼンテーションに､個人でとり組んだ

よいか､グループでとり組んだ方がよいか｣と

いうことに､3クラスごとに分け､調査結果を

示したものが図6である｡実際の授業では､ア

は個人で､イとりは､グループでプレゼンテー

ションにとり組ませたが､学生は3クラスとも

｢個人よりグループでとり組んだ方がよい｣と

考えていることが明らかになった｡

グループでプレゼンテーションにとり組んだ

場合､学生は次のような利点を挙げている｡

グループでとり組む利点

･発表内容について､グループ内でディスカッ

ションができる｡

･グループで協力してとりくむことができる｡

･グループで考えて1つの物を作ることはすご

く楽しいし､やりがいを感じる｡

･グループで話し合うことのメリットの1つは､

他の人のアイデアを聞けてそれをみんなでふ

くらませていくことの饗しさである｡

次に､発表を視聴する上での学生が感じた利

点をまとめると以下のようになる｡

仲間の発表を視聴する上での利点

･教える側だけでなく､学習者側の意見や考え

を知る機会になる｡

･人の意見を聞くことで発見があったり､考え

方が変わることがある｡相手の立場に立って

ものを見るということにもなる｡

また､発表会では､｢ありがとうカード｣を

用いて他の人の発表を評価をしたり､コメント

を書く活動を取り入れたが､このことについて､

｢『ありがとうカード』で評価やコメントが返っ

てくるとよい｣と返答した学生は91.2%であ

り､｢他の人からの評価は妥当なものであった

か｣｢他の人からのコメントは妥当･適切なも

のであったか｣という質問には､それぞれ67.8

%､71.6%が肯定的に返答し､否定的に返答し

た者はほとんどいなかった｡学生の感想にも

｢コメントが返ってくるのはうれしいし､自分

たちの考えに偏らないので､いいと思った｡｣

とあったが､仲間からの評価･コメントは､と

り組みを進めていく上で非常に参考になり､他

の人たちの発表を聴くゐは､自分の発表を向上

させることにつながっている｡

5.2.プレゼンテーション活動を取り入れた授

業の改善と学習支援

プレゼンテーションにとり組むことで､｢授

業の内容に関わった知識･技能が身についたか｣

｢授業の内容に関わり､関心･意欲･態度が向

上したか｣という質問では､いずれも80%を

超える学生が肯定的に返答した(図7)｡また､

｢このような活動を授業でとり組むことば､授

業をよりよくすることにつながるか｣という質

問には､92%が｢はい｣｢ややはい｣と返答し

た｡授業内容に関わって､知識･技能を習得さ

せたり､関心･意欲･態度を向上させるプレゼ

ンテーション活動を進めるには､次に示すこと

が重要である｡

･学生が創造しやすいプレゼンテーションのテー

マを設定する

･受講者全員にプレゼンテーションにとり組ま

せる

･個人でとり組む場合であっても､学生仲間同

士で発表内容についてディスカッションする

ことを推奨する

本研究で実践してきた学生によるプレゼンテー
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ション活動を､授業の改善という点で､実践結

果をまとめてみると､

･授業担当者からの一方通行の話ではなく､参

加学生の双方向のやりとりが可能となる

･学生がテーマに沿って､ものをより深く考え､

限られた時間内に調べ学習にとり組む

･｢教師が授業をする｣というより､｢受講学

生が授業を作る｣という授業への参加意識を

向上させることにつながる

･数人での協同学習が実現され､学生が仲間と

共に学び合える

･全員の学生が発表にとり組んでいるので､他

の人がどんな内容について､どんな方法で発

表するか､興味を示す｡

といった点が挙げられる｡

次に､学生がプレゼンテーションにとり組む

活動を取り入れた授業において､授業担当者が

どのような点に留意し､学習支援を進めるか､

整理すると以下のようになる｡

･グループでとり組ませる場合､何人で活動を

行うのが最適かに留意する

･教室によっては､机と椅子が固定されている

ため､グループ内の話し合いがやりにくいが､

ディスカッションができるように座る場所な

どを工夫する｡

･発表時間や準備時間をどのくらいとるか検討

する

･学生同士が質問･相談しやすい雰囲気作りを

していく

･｢ありがとうカード｣に書く評価やコメント

に責任を持たせる｡

6.おわりに

学生が｢未来の教室2020｣プロジェクトに

とり組んできた学習成果(OHPシート､説明

など)は､学生の許可を得て､Webページ化

した｡このように､大学外にむけて学習成果を

情報発信することは､｢自分たちのとり組んだ

発表内容を友達など多くの人々に見てもらいた

勉･織田 拝準

い｣と学生もやりがいを感じている｡18年後

の2020年まで､このWebページを見ることが

できるようにし､学習成果を保存･公開してい

きたいと考えている｡

OHPシートと｢パワーポイント｣を比べて

みると､学生が自分(たち)の個性を発揮した

り､協働での作業を進めやすいのがOHPシー

トの方でないか､と考えられる｡この点につい

て､今後､実践を進める中でデータをもとに明

らかにしていきたい｡
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